
①メス側の両サイドにあるネジをマイナスドライバーで少しずつ締めこむと、内側に

　あるボールが中央に寄ります。オス側の掛かり具合をみながら調整して下さい。

　少しずつ内側に寄っていきます。

※（Ａ）のネジをマイナスドライバーで少しずつ右に回すと、中央のボール（Ｂ）が

（Ｂ）

（Ａ）

②オス側のくぼみ部分をヤスリで磨いてくびれを作ります。

　　（吸込口部分がコーキングしてある場合は困難）

　・吸込口部分を外して工場に送って修理する

　・メス側のみ新しいボールキャッチに取り替えてみる

◆上記の調整でも改善されないときは...

　　はフタに溶接されているため交換はできません。

注：メス側はビス止めですので交換可能ですが、オス側

　　　工場で修理の場合、費用は￥25,000（税別）です。
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〈 外ダクト タイプ〉

〈 横引・ 直下・ 床下タイプ〉
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オス側の作業は大変です。

①のメス側の調整でも改善

されない場合は、下記記載

のように、工場での修理を

おすすめします。

吸込口部 ボールキャッチ調整方法

メ ス

オス


